
進行性腎細胞癌の薬物治療に関するアンケート調査

目的 去勢抵抗性前立腺癌の治療について、診療現場における実
臨床での治療経験に基づいた泌尿器科医の主観的意見を収集し、
実態を把握する。

方法 2018年5月から6月の期間に、近畿大学医学部、大阪市立大

学医学部、和歌山県立医科大学、奈良県立医科大学、京都府立医
科大学、関西医科大学、大阪大学医学部、京都大学医学部、滋賀
医科大学、大阪医科大学、神戸大学医学部およびそれらの関連医
療施設に勤務し、前立腺癌診療に従事する泌尿器科医を対象に去
勢抵抗性前立腺癌の治療に関する32の質問からなるアンケート調
査を行った。























問９でアビラテロンを選択した場合の設問
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問9でエンザルタミドを選択した場合の設問
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カバジタキセル関係の質問
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ドセタキセルに関する質問
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Ｒａ-223に関する質問
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Ｒａ-223に関する質問





治療薬選択や薬剤に対する印象に一定の傾
向がみられ、興味深い

アンケート実施時点における医師の主観に基
づく印象を問うたものであり、実際の処方内容
や治療成績とは異なることに留意すべきであ
る

処方経験症例数の蓄積、新たなエビデンスの
報告、および保険収載追加等による治療薬選
択肢の増加等により回答結果は経時的に変
化していくと考えられる

考察
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